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１．現行の平日朝夕割引について

１－１ 現行割引の主な課題と見直しの方向性

現行の割引制度については、これまで社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会
において議論されてきた
２０２１年８月４日付けで公表された「中間答申」において、以下のとおり主な課題と
見直しの方向性が提言された

「中間答申」で示された主な課題と見直しの方向性

割引 現行の料金割引の主な課題 見直しの方向性

平日朝夕割引
勤務形態の多様化に未対応／

通勤時間帯の一部高速道路の混雑
割引適用時間帯の柔軟化／

通勤者の利用促進等の目的検討

深夜割引
割引適用待ち車両の滞留／
運転者労働環境の悪化

割引適用時間帯の拡大／
適用時間帯の走行分を対象

休日割引
繁忙期等の渋滞激化／

より効果的に観光需要を喚起する必要
繁忙期等に割引を適用しない／
観光周遊等を対象とした割引の拡充

大口・多頻度割引
一層の物流等支援の必要性／

公平性の確保

現下の経済状況を踏まえた拡充と、 原因
者負担の公平性の観点からの縮小の両

面について、引き続き検討

マイレージ割引 利用者の実感が薄い 民間ポイント制度も参考に検討

※ 国土幹線道路部会 中間答申のポイント（料金制度など）より抜粋
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２．新たな割引の試行について

２－１ 見直しの方向性を踏まえた試行概要

中間答申での課題と見直しの方向性を踏まえて、新たな割引案の試行を実施
石川県内において、２ステップに分けて２０２３年４月より試行実施

項目 試行を行う新たな割引案 （参考）現行の平日朝夕割引

割引適用日時

全日 ２４時間 平日 ６～９時・１７～２０時

割引率の概要

•２０回分のパスを１０回分の料金で事前購入
•パス残額内は１０回分の料金で２０回分まで
利用可能（最大５０％割引）

•パス残額外となる２１回目分以降の利用は
５０％割引

１か月毎の利用回数に応じて割引
１～４回 割引なし
５～９回 ３０％割引
１０回以上 ５０％割引

割引適用方式
•パス残額内は事前購入による残高管理
•パス残額外は後日割引

ＥＴＣマイレージサービスによるマイレージ
ポイントの後日還元

割引適用区間 一部区間で事前にパスを購入したＩＣ区間
全国の地方部の高速道路で１００ｋｍ以内の
ＩＣ区間

割引対象車種 全車種 全車種

１日の
利用回数上限

時間帯の制限なしで３回まで 朝夕それぞれ１回まで

＜中間答申での課題と見直しの方向性を踏まえた新たな割引案＞

：見直し割引案で割引適用となる時間帯（全日の２４時間） ：現行の平日朝夕割引で割引適用となる時間帯（平日の６時～９時、１７時～２０時）
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２－２ 試行ステップについて

試行は２ステップに分けて実施
ステップ１：２０２３年４～６月（３ヶ月）
ステップ２：２０２３年７月～２０２４年３月（９ヶ月）

○は各ステップにおいて対象走行となる出入ＩＣを表す

※１ ステップ１は それぞれから１ＩＣを選択し、 を行き来する走行が対象走行となる
※２ ステップ２は石川県内の全ＩＣである から２ＩＣを選択し、その区間内に含まれるＩＣ間の相互交通が対象走行となる

２．新たな割引の試行について

ステップ１対象区間※１

ステップ２対象区間※2
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２－３ 記者発表資料（抜粋）

２．新たな割引の試行について

ステップ１の記者発表（2023年2月3日） ステップ２の記者発表（2023年6月1日）
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２．新たな割引の試行について

２－４ 広報の取組状況について

募集開始以降、新聞チラシ折込などの各種広報活動を実施

ターゲット 広報内容 実 施 期 間

潜在顧客
記者会見

新聞社訪問 ● ●

潜在顧客
新聞記事
新聞広告 ● ●

潜在顧客
ラジオＣＭ

など ● ● ● ● ●

潜在顧客
チラシ折込
情報誌 ● ● ●

潜在顧客
懸垂幕
立て看板

潜在顧客 X（Twitter） ● ● ● ●

潜在顧客
商工会議所
メルマガ ● ●

顕在顧客
検討顧客

マイレージ
ニュース ● ● ● ● ● ●

既存顧客
利用後

アンケート ● ● ● ● ●

3/1 6/1

3/28北國新聞(記事)

3/29北陸中日新聞(記事)

6/11北國・北陸中日新聞
チラシ折込

7/19フリーペーパー広告3/5北國・北陸中日新聞
チラシ折込

3/1

3/7FM野々市
4/12エフエム石川・福井放送、4/13北陸放送

4/20北日本放送、4/27FM福井

3/2～3/9小松テレビ

週 別
申込件数

8/8

8/21

8/30北國新聞(広告)

7/6 記者会見

6/9 白山・加賀
6/12小松 、6/15 金沢

3/1 白山 、3/6 金沢
3/9加賀 、3/15 小松

3/27北國新聞(訪問)

3/28北陸中日新聞(訪問)

4/21 5/18 6/19 7/27
8/25

5/1 6/1 7/1 8/14/1

471 132 64 54 88 45 46 57 70 37 14 30 38 101 201 184 194 192 45 35 62 190 96 26 39 109
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２．新たな割引の試行について

２－４ 広報の取組状況について

金沢支社公式X（Twitter）による配信

8/21（月）投稿 本線懸垂幕による広報
（3/3～）

料金所立て看板による広報
（3/3～）

フリーペーパー（7/19（水））

「金沢情報」
1986年創刊
毎週水曜日に23万部を発行

定例会見（7/6（木））



３．試行結果（申込状況）

４～８月の周遊パスの申込件数は２，２３４件

４月の通勤パス申込者の約６割が４か月間継続して利用

継続申込者の約３割、新規申込者の約６割が７月よりエリアが拡大された新規区間に申込

【リピーター数の推移（４～７月分、１，７１４件）】

【申込状況】５か月で計２，２３４件の申込

【申込件数の推移（４～８月分、２，２３４件）】
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【申込回数】約６割が４か月間継続して申込
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（件）
【7月新規申込者の申込区間】

• 7月からの新規申込者については、約6割が新規区間を
申込しているが、約4割は従来区間を申込している

【継続申込者の申込区間】

• 販売区間の拡大に伴い、約３割が新規区間への申込に
変更している

従来区間 78

新規区間 137

計 215

※従来区間：2023.4より販売されていたICペア（6区間）

新規区間：2023.7より販売開始されたICペア（41区間）

※4月～6月に1度でも通勤パスの申込を行い、
かつ7月にも申込んだユーザー

【継続申込者※(310名)の申込区間】

【7月新規申込者(215名)の申込区間】

４月の通勤パス申込者の
約６割が４か月継続して申込

従来区間 219

新規区間 91

計 310
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ICペア（太字は追加IC） 7月
増減

（4-6月平均比）うち、新規申込 うち、購入実績有

1 小松IC〜金沢西IC 97 27 70 -23 

2 美川IC〜金沢西IC 74 16 58 -17 

3 片山津IC〜金沢西IC 42 10 32 -18 

4 能美根上SIC〜金沢西IC 37 9 28 -

5 小松IC〜金沢東IC 36 10 26 -5 

6 美川IC〜金沢東IC 32 9 23 -32 

7 能美根上SIC〜金沢東IC 23 14 9 -

8 白山IC〜金沢東IC 19 16 3 -

9 片山津IC〜金沢東IC 16 6 10 -5

10 美川IC〜金沢森本IC 14 5 9 -

11 金沢西IC〜金沢森本IC 13 13 0 -

12 加賀IC〜金沢西IC 11 2 9 -

13 小松IC〜白山IC 11 6 5 -

14 徳光SIC〜金沢森本IC 10 10 0 -

15 白山IC〜金沢森本IC 9 9 0 -

16 金沢西IC〜金沢東IC 8 7 1 -

17 徳光SIC〜金沢東IC 8 4 4 -

18 片山津IC〜白山IC 8 4 4 -

19 小松IC〜金沢森本IC 6 3 3 -

20 能美根上SIC〜金沢森本IC 6 3 3 -

21 能美根上SIC〜白山IC 6 3 3 -

22 美川IC〜白山IC 5 3 2 -

その他(5件未満） 34 26 8 -

合計 525(297) 215(78) 310(219) ()は既存区間

順位 ICペア 4月-6月平均

1 小松IC〜金沢西IC 120 

2 美川IC〜金沢西IC 91 

3 美川IC〜金沢東IC 64 

4 片山津IC〜金沢西IC 60 

5 小松IC〜金沢東IC 41 

6 片山津IC〜金沢東IC 21 

合計 396 

３．試行結果（申込状況）（区間拡大前後での申込区間変化）

小松IC～金沢西IC間のICペアの通勤パスの販売数が４か月連続で最多

４～６月に購入実績のある利用者について、追加区間の「能美根上スマート～金沢西」等

の購入が多く見られた一方で、既存区間の購入が減少しており、対象ICペアの拡充に伴い、

購入する区間の転換が見られた

【申込状況】区間拡大前後での申込区間の変化

：従来区間
：新規区間

凡例

• 新規追加ICの中で、能美根上SIC
～金沢西／東IC間の購入が多く
なっている

• 隣接する美川ICや小松ICからの
申込区間の変更が多かったもの
と推察

8

：試行(4－6月)IC
：7月追加IC

凡例

新規申込が多い
＝試行範囲拡大の
広報をきっかけに
申込みしたと推察

新規区間かつ
購入実績有が多い
＝転換が多い
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３．試行結果（利用状況）（利用回数・目的・時間帯）

１ユーザーあたり平均３０回／月利用しており、約８割が２１回以上利用

約９割が通勤目的で申込んでおり、業務、通院、通学等の利用も見られる

通勤パスの導入前後で、高速道路の利用が増加しており、特に夕方は＋７４％と顕著

【フリータイム通勤パス利用者の平日の利用状況（５２５ユーザー）】

【利用状況】１ユーザーあたり、平均３０回利用

【利用回数分布（４～７月分、１，７１４件）】

【利用時間帯】３月比で全体的に利用回数が増加しており、特に夕方は＋７４％と増加が顕著

（回／日）

21回以上：1,363ユーザー（80％）

【利用目的】約９割が通勤目的で申込

92%

3%
1%

4%

0%

【1】通勤

【2】業務

【3】通院・通学

【4】その他日常生活

【5】その他

【利用目的アンケート（４～７月分）】

６～９時の利用回数
試行前(３月)：２２６回
試行中(７月)：３２０回（＋４２％）

９～１７時の利用回数
試行中(３月)：６４回
試行中(７月)：９１回（＋４２％）

9

１７～２０時の利用回数
試行中(３月)：１１１回
試行中(７月)：１９３回（＋７４％）

３月：４４５回/日
７月：６６９回/日
（３月比＋５０%）

※20回相当分利用後は
半額分を別途請求



３．試行結果（利用状況）（2023年3月と7月の比較）

変化した内容 利用者数

①

高速道路の利用が顕著に増加
（通勤パス導入前は平日の高速利用が僅少）

８５

②

夕方の高速道路の利用が拡大
（通勤パス導入前は朝のみ高速道路を利用する傾向）

４９

③

平日の多様な時間帯に利用傾向が変化
（通勤パス導入前は平日朝夕時間帯メインの利用）

２７

７月の利用者のうち３月の利用と比べて、利用回数増加の割合は約78％

通勤パスをきっかけに、高速道路を新たに利用するようになった利用者（①）や、

通勤だけでなく、帰宅にも高速道路を使うようになった利用者（②）が確認された
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【７月申込者の３月利用との比較】

利用回数増：412人
（同数含む）

利用回数減：113人

【平日の高速道路利用における利用傾向の変化】
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①顕著に増加

②利用拡大

※このほか、３月比で利用回数が微増の利用者が173名
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３．試行結果（利用状況）（利用者アンケート）

アンケートで利用回数が増えたと答えた利用者が約７割、利用時間帯に変化があったもし

くは利用時間帯や利用日を意識しなくなった利用者が約８割と、行動変容をもたらした

【平日の時間帯別利用状況（7月の利用者アンケート）】

〇フリーコメント抜粋

・日時を気にせずに日常の通勤で使用でき、大変助かってい
ます。今まで15年間、電車の定期券のようなETCサービスが
あればいいなと思っておりましたのでぜひ今後もこのよう
なサービスを期待しています。

・私はいろんな時間帯で仕事をしているため、今回のフリー
タイムの割引制度はとても有用です。ありがたいです。

利用傾向の変化が確認された例（２）
・主な利用目的：通勤利用者
・普段の利用状況：ほぼ毎日高速道路を利用

〇フリーコメント抜粋

・今まで一般道だったがフリーパスをきっかけに高速道路を使
用している。おかげで帰宅ラッシュに巻き込まれることなく
早く帰れてとても快適。

・いつもは、朝の通勤だけ高速を使っていたが、帰宅も高速を
使う事により家に帰る時間も早く、家族との時間が増えまし
た！！

利用傾向の変化が確認された例（１）
・主な利用目的：通勤利用者
・普段の利用状況：ほとんど使わない
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137

72%

52

28%

0

0%

【利用頻度の変化】

【1】高速道路の利用が増加し

た

【2】変化なし

【3】高速道路の利用が減少し

た

19

8%

93

40%

77

33%

45

19%

【利用時間帯の変化】

【1】利用時間帯を変えた

【2】利用時間を意識しなくなった

【3】利用日を意識しなくなった

【4】変化なし

【利用時間帯の変化アンケート（７月）】【利用頻度の変化アンケート（７月）】



４．まとめ

通勤パスについては、５か月で延べ２，２３４件の申込があり、特に４月の申込者のうち

約６割が４か月継続して申し込んでいるなど、一定の需要がある状況（P7左側グラフ）

通勤パスのエリア拡大後には、能美根上SICを利用する申込者が多いなど、継続申込者の

約３割、新規申込者の約６割が７月よりエリアが拡大された新規区間に申込（P7右側表，P8）

１ユーザーあたり平均３０回／月利用しており、約８割が２１回以上利用している

利用傾向を見ると、通勤パスの導入前までは導入前は高速道路をほとんど利用しなかった

が通勤パスをきっかけに高速を利用するようになった利用者が８５人、朝のみ高速道路を

利用していたが通勤パスをきっかけに夕方も使うようになった利用者が４９人いるなど、

通勤パスにより新たな高速利用者を生んでいることが確認できた（P10①・②，P11）

高速道路の利用する時間帯が午前中から日中や夕方への利用時間帯の分散した利用者が

２７人おり、ピークシフトにも寄与していると考えられる（P10③，P11）

12

（P9左上グラフ）

現状では交通量全体に占める通勤パス利用者の割合がわずかなため、利用促進を図る必要が

ある。

更なる効果検証に向けて、広報チラシの配布、SNSでの拡散等にご協力いただきたい。

今後に向けて



平日　試行前 平日　試行後 備考
北陸道 約 28,300台/日 約 28,100台/日 ▲約 200台/日 ▲1%
国道8号 約 45,800台/日 約 45,800台/日 ＋約 0台/日 ＋0%
北陸道 約 2,370台/日 約 2,370台/日 ＋約 0台/日 ＋0%
国道8号 約 4,550台/日 約 4,480台/日 ▲約 70台/日 ▲2%
北陸道 17% 17%
国道8号 20% 20%
北陸道 約 2,190台/日 約 2,180台/日 ▲約 10台/日 ▲0%
国道8号 約 4,440台/日 約 4,470台/日 ＋約 30台/日 ＋1%
北陸道 15% 15%
国道8号 19% 19%

日平均IC出入交通量 北陸道 約 6,620台/日 約 6,860台/日 ＋約 240台/日 ＋4%
ステップ1対象の5ICの
平均値

ピーク時間帯
IC流出交通量 北陸道 約 1,320台/日 約 1,370台/日 ＋約 50台/日 ＋4%

ステップ1対象の5ICの
平均値

IC流出交通量
ピーク時間帯率 北陸道 40% 40%

I
C
交
通
量 ＋0%

ピーク時間帯交通量 17～19時台
5断面の平均値

ピーク時間帯率 ▲0% 17～19時台
5断面の平均値＋0%

5断面の平均値

福
井
方
面

ピーク時間帯交通量 6～8時台
5断面の平均値

ピーク時間帯率 ＋0% 6～8時台
5断面の平均値

試行前との比較 平日　差

区
間
交
通
量

断
面 日平均断面交通量

＋0%

金
沢
方
面
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日断面交通量は、全体では大きな変化は見られなかった

ピーク時間帯の交通量が占める割合（ピーク時間帯率と呼称）は、国道８号でやや減少が

みられたが、全体では大きな変化は見られなかった

北陸道のIC出入交通量、ピーク時間のIC流出交通量がともに増加した

【集計期間】
試行前：2022年4~7月、試行中：2023年4~7月（ゴールデンウィーク交通混雑期間を除いて集計）
ピーク時間帯・・・区間交通量:福井方面:6～8時台、金沢方面:17~19時台 IC交通量: 6～8時台および17~19時台
ピーク時間帯率・・・ピーク時間帯（流出）交通量／日（流出）交通量

※断面は「【参考】試行結果（CCTV画像）（2023年4～7月）」スライド中の図参照

着色： 2%以上増加 2%以上減少

【参考】試行結果（交通量）（2023年4～7月）
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【参考】試行結果（旅行速度）（2023年4～7月）

国道8号の主要渋滞区間における朝夕の旅行速度は、時間帯により一部増減があるものの
大きな変化は無い

試行前：2022年4~7月、試行中：2023年4~7月（ゴールデンウィーク交通混雑期間を除いて集計）

富山県

8
8

金沢森本IC

金沢東IC金沢西IC

白山IC徳光SIC美川IC
能美根上SIC

小松IC
安宅SIC片山津IC

加賀IC

福井県 石川県 金沢駅

305

8 8

157 159

ステップ1対象IC

ステップ2対象IC

ⓐ

ⓓ

159

©ⓑ ⓒ

箇所
ⓐ ⓑ ⓒ ⓓ

小松バイパス地区 乾町地区～宮丸町地区 森戸地区～三日市町地区 古府地区～松島町地区

国道8号
福井方面

国道8号
金沢方面

：試行(4－6月)IC
：7月追加IC

凡例



富山県

8
8

金沢森本IC

金沢東IC金沢西IC

白山IC徳光SIC美川IC
能美根上SIC

小松IC
安宅SIC片山津IC

加賀IC

福井県 石川県 金沢駅

305

8 8

157 159

ステップ1対象IC

ステップ2対象IC

159

©

3/29(木)
8:02ごろ

3/29(木)
8:01ごろ
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【参考】試行結果（CCTV画像）（2023年4～7月）

断面 ③ ④

北陸道

国道8号

6/22(木)
7:08ごろ

6/22(木)
8:01ごろ

6/22(木)
7:10ごろ

6/22(木)
8:03ごろ

3/29(水)
8:10ごろ

3/29(水)
7:05ごろ

富山県

試行期間中の北陸道では、交通集中渋滞は発生していない
試行期間中の国道8号では、引き続き混雑が見られる

（試行前） （試行後）

（試行前）

（試行前）

（試行前）

（試行後）

（試行後） （試行後）

試行前：2022年3月29日(木)、試行中：2023年6月22日(木)

①
②

③
④

⑤

：試行(4－6月)IC
：7月追加IC

凡例


